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東京海洋大学 海鷹丸            東京海洋大学 神鷹丸 

 

  
            北海道大学 おしょろ丸 
 

  
  長崎大学 長崎丸              鹿児島大学 かごしま丸 
 

図Ⅰ-1 調査に参画した 4 大学の練習船（大学名と船名） 
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それぞれの調査内容は、本報告書の各章として、次の担当者が取りまとめた。 
Ⅱ．沖合海域における漂流ごみの目視観測調査 

東海 正・北門利英・内田圭一（東京海洋大学） 
Ⅲ．海表面を浮遊するマイクロプラスチックに係る調査  

内田圭一（東京海洋大学）磯辺篤彦（九州大学） 
Ⅳ．沖合海域における海底ごみの調査       内田圭一・黒田真央（東京海洋大学） 

 Ⅴ．沖合海域における漂流マイクロプラスチックを含む 
漂流・海底ごみの分布特性及び発生源等解析   内田圭一（東京海洋大学） 

  
各船のデータの管理取りまとめは、向井 徹、今井圭理（北海道大学）、清水健一、森井康宏、八木光

晴（長崎大学）、三橋廷央、内山正樹、東隆文（鹿児島大学）、内田圭一、萩田隆一、會川鉄太郎、黒

田真央（東京海洋大学）が担当した。また、これ以降、図や表は「2021 年」のように年で示している

が、これは年度を表していることに注意する。 
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から、資料Ⅱ-１のような目安表を作成し、データの標準化に努めた。 
最接近時距離は、舷側から 5m 間隔での距離を目測して記録した。 

 同時に複数の漂流物が発見された場合は、出来る限り別々に記録することとし、複数個が一群とな

って発見された場合、それを一群として記録し、その群を構成する漂流物の個数を記録した。最接近

距離（正横距離）は精度向上と個人誤差を抑えるために、傾角度板を用いて角度から距離を推定した

（図Ⅱ-4、資料Ⅱ-2）。そして得られた最接近距離は、統計処理をする際に 5m 毎のカテゴリーに分け

て整理することから 5m 単位で入力した。 
 

 
 

図Ⅱ-4 正横距離測定概念図（眼高 14m の海鷹丸の例） 
 
 
 

例：5m 単位で正横距離を判断する場合 
0 より 5m 以下は 5m （5m は 5m，6m は 10m） 
5m より 10m 以下は 10m、10m より 15m 以下は 15m とした。 
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写真Ⅲ-2 マイクロプラスチックの手作業による分別 

2） 二次処理 

 1ｍｍを下回る微細片は、材質の判定が困難であり、FT-IR（写真Ⅲ-3）で材質判定を行った。材質

判定に当たっては大きさ 0.3-0.4mm（一部に<0.3 mm を含む）が下限であって、この段階で、一次処理

と併せてプラスチックのみが選り分けられた。 

 
写真Ⅲ-3 材質判定に用いた FT-IR 

3）三次処理 

光学顕微鏡を通してモニタに拡大し、画像処理ソフトを用いて最大長さを測定した（写真Ⅲ-4）。

一測点ごとに、全ての微細片のサイズを計測した。測定した微細片サイズの範囲は 0.3 mm < σ < 30 

mm とした（一部に<0.2 mm を含むが網の目合い以下であるため浮遊密度の信頼性は低い）。各海域で

の濾水量とプラスチック微細片の量から、それぞれ海水単位体積当たりの数を求めた。分析に当たっ

ては、写真Ⅲ-5 にあるプラスチックと発泡スチロール、及び糸くずを対象とした。 

 

写真Ⅲ-4 画像処理ソフトを用いたサイズ測定 
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 プラスチック片と発泡スチロール片、糸くずについて、浮遊密度分布を描いた。ここでメソプラス

チックは、発泡スチロールと糸くずを合算して浮遊密度を見る。全ての値は、本報告書の巻末資料に

記載されている。マイクロプラスチック（破片類）（図Ⅲ-3）はメソプラスチック（図Ⅲ-4）に比べて

浮遊密度が高めであるが、一様な分布ではなく、海域によって密度に大きな差異が生じている。今年

度の調査では特に東シナ海北部から対馬海峡を抜け日本海の能登半島沖にかけてと九州南方から四国

沖にかけて高い浮遊密度を示す傾向にあった。メソプラスチックは、マイクロプラスチック（破片類）

と似たような分布傾向を示しているが、日本海側と比べて太平洋側の方が浮遊密度は低い傾向にあっ

た。発泡スチロール片（図Ⅲ-5）はこれまでの調査結果と同様に西日本から日本海側にかけて浮遊密度

の高い点が見られた。繊維状（糸くず）マイクロプラスチックは、東シナ海に浮遊密度の高い測点が

見られた。分布傾向は破片類と似た傾向を示した（図Ⅲ-6）。 
 
 

 
図Ⅲ-3 2021 年度調査で採集されたマイクロプラスチック浮遊密度の空間分布。 

実際の数値については付録参照のこと。 
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図Ⅲ-4 2020 年度調査で採集されたメソプラスチック浮遊密度の空間分布。 

実際の数値については付録参照のこと。 
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図Ⅲ-5 2021 年度調査で採集された発泡スチロール片（<5 mm）浮遊密度の空間分布。 

実際の数値については付録参照のこと。 
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14 長崎丸 2021/5/28 7:19 7:50 32-55.8 N 133-46.9 E 32-56.2 N 133-47.7 E 1051 0.8 

15 長崎丸 2021/6/1 8:01 8:35 41-24.4 N 141-51.6 E 41-25.6 N 141-52.0 E 1016 1.3 

16 長崎丸 2021/6/2 16:00 16:21 39-37.3 N 138-34.7 E 39-37.9 N 138-35.1 E 2033 0.6 

17 長崎丸 2021/6/25 14:36 15:12 27-50.0 N 125-50.4 E 27-51.3 N 125-50.6 E 117 1.3 

18 長崎丸 2021/10/11 10:55 11:27 35-12.1’N 131-56.8 E 35-11.2 N 131-55.9 E 132 1.1 

19 おしょろ丸 2021/11/24 7:12 7:42 42-12.5 N 141-40.9 E 42-12.7 N 141-39.2 E 690 1.9 

20  おしょろ丸 2021/11/24 9:35 10:05 42-12.6 N 141-40.0 E 41-12.6 N 141-38.4 E 675 1.2 

21 かごしま丸 2021/9/23 12:52 13:13 31-05.2 N 127-56.3 E 31-06.3 N 127-57.1 E 151 1.3  

22 かごしま丸 2021/10/18 9:37 10:13 31-26.8 N 127-53.9 E 31-25.4 N 127-53.9E 142 1.4  

23 かごしま丸 2021/10/18 13:28 14:04 31-26.3 N 127-54.2 E 31-24.6 N 127-54.4 E 141 1.5  

24 かごしま丸 2021/10/24 13:36 14:12 31-49.0 N 127-47.1 E 31-47.6 N 127-47.9 E 143 1.4  

25 かごしま丸 2021/11/28 9:11 9:48 31-47-2 N 127-43.2 E 31-47.6 N 127-41.6 E 142 2.1  

26 かごしま丸 2021/11/28 13:30 14:10 31-44.5 N 127-50.5 E 31-43.8 N 127-51.6 E 148 1.2 

*1：水深は魚探・海図、両方ある場合は魚探を使用、*2：曳網距離は mile、長崎丸：ビームトロール 

 

 
図Ⅳ-1 2021 年度海底ごみ調査海域図（■が測点、〇がビームトロール） 
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なると考えられる。今年度、日高沖で採集されたプラスチック類で最も多かったのは、破片類で一片

当たりの平均重量は 0.3~6.7g であった。これに対して、レジ袋１枚当たりの重量を 6~10g と考えると

破片類はこうした袋類や、さらにはより大きなサイズのシート状のものが細かくなっている過程の物

と考えられる。一方で、海底から 30 年以上前の食品包装材が原形をとどめた状態で見つかっているこ

とから（2015 年度沖合海域における漂流・海底ごみ実態調査）、プラスチック類は海底にたどり着く

とほぼ分解しないものと考えられている。海底にたどり着いたプラスチックごみが生態系にどのよう

な影響があるのかを考えていくためには、海底のプラスチックごみがどのくらいの年月をかけて分解

されるのかを明らかにしていく必要がある。海底にたどり着いたプラスチック類は分解されにくいと

考えられることから、今回採集された破片類やひも類・シート類は、陸上である程度細かくなったも

のが、海中に流れ込んできている可能性が高いと考えられる。過年度の調査結果とあわせて考慮して

も東シナ海の大陸棚上はプラスチックごみが溜まりにくく、日高沖のような海盆や海流の影響を受け

にくいより深いところにプラスチック類が溜まり続けている可能性が示された。また、これまで調査

されてこなかった海域で水深 1000m 以上の海底にも多くのプラスチックごみが溜まっている可能性が

示唆された。 
2016 年 1 月のダボス会議（世界経済フォーラム）で、2050 年までに重量換算で海洋中のプラスチ

ックごみが魚の量を上回るという報告があった。そこで本調査でも、漁獲された魚類や甲殻類の量と

プラスチック類の量の比較を行っている。その結果、プラスチック類が占める割合（（プラスチック類

の重量／漁獲量）×100％）は、最大でも 5.8％以下と現状では非常に少ない値となっている。こうし

た傾向は、この調査を始めてから概ね変わらない。しかし、海洋に流出したプラスチックごみが、底

引き網では採集することができないところ、または採集できない形で存在し続けている可能性もある。

回収されたプラスチックごみの中には、原形をとどめているものも多くあることから、海底にたどり

着いたプラスチックごみは長期にわたり分解されずに残り続ける可能性が高いと考えられる。こうし

たプラスチックごみを回収できる方法の一つとして、今回調査に用いている底びき網が有効であると

考えられる。日本の沿岸では多くの底びき網漁船が操業していることから、こうした漁船の協力が得

られれば、海底に蓄積しているプラスチックごみを回収できる可能性がある。 
 
参考文献 
S Chiba et al. :Human footprint in the abyss: 30 year records of deep-sea plastic debris, Marine 
Policy, 96, 204-212, 2018, doi.org/10.1016/j.marpol.2018.03.022 
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辺に集中することがこれまでの調査で明らかになっているが （Isobe et al., 2015）、日本周辺以外にも、

東アジアや東南アジアにはマイクロプラスチックの高濃度海域が存在する可能性はある。引き続きこ

うした国々とも情報を共有することで、その対策と問題解決の方法を考えてしていく必要がある。 
 

 

 

図Ⅳ-2 2014-2021 年度調査で採集されたマイクロプラスチック浮遊密度の空間分布（個/m3）。 
密度の表示スケールは対数表示としている。 
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図Ⅳ-3 2014-2021 年度調査で採集されたメソプラスチック浮遊密度の空間分布（個/m3）。 
 

 

図Ⅳ-4 2014-2021 年度調査で採集された発泡スチロール片（<5 mm）浮遊密度の空間分布（個/m3）。 
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このように漂流してきたごみが集まり易く、また海底の地形が沈んだごみを堆積しやすい形状になっ

ていることから、大陸棚上の東シナ海や常磐沖と比較して、多くのごみが堆積しているものと考えら

れた（Kuroda et al ：2020*3）。 
今年度は、東シナ海で得られた海底ごみのうち、文字から製造国を推定できたものが 2 個しかなか

ったが、そのうち一つは海外製品であった。これまでの調査結果からも、東シナ海は同海域に接続す

る国由来と考えられるごみが見られた（Kuroda et al ：2020*3）。一方で、日高沖でも推定された製造

国が東シナ海に接続する国由来の海外製品の物が見られた。また、今年度長崎大学によって実施され

た日本海でのビームトロールでは、韓国由来のプラスチックごみを採集している。このことから東シ

ナ海方面から日本海にプラスチックごみが流入し、それらの一部は津軽海峡を経由して日高沖にまで

到達しているものが多数あると考えられた。また、海底に沈んだプラスチックごみは劣化や分解され

にくいことを考えると、調査で採集されたプラスチック片などのプラスチック類の破片は、陸上で細

かくなったものが海洋中に流出して海底に堆積しているものと考えられた。海底から採集されたプラ

スチックごみの多くが破片類であったことから、陸上で長い間放置され劣化したものが海洋中に流入

しているものと考えられる。海洋のプラスチックごみを増やさないためには、陸上で放置されている

ようなプラスチックごみが劣化して海洋に流入する前に処分するか、流出しないような対策を講じる

ことが重要になると考えられる。 
 
＊1：藤枝 繁, 大倉 よし子, 小島 あずさ：漂着ディスポーザブルライターの流出地と 漂着地の関係から

求めた日本沿岸における漂流物の流れ，漂着物学会誌，12，p. 29-42，2014，
doi.org/10.57279/driftological.12.0_29 
＊2：藤枝 繁，藤 秀人，濱田 芳暢：鹿児島湾海岸における発泡プラスチック製漁業資材の漂着状況，

日本水産学会誌，66 ，pp. 236-242 ，2000，doi.org/10.2331/suisan.66.236 
＊3：Mao Kuroda et al. ：The current state of marine debris on the seafloor in offshore area 
around Japan, Marine Pollution Bulletin, 161, A, 111670, 2020, 
doi.org/10.1016/j.marpolbul.2020.111670  
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― 付録 ― 
 

付録 1  マクロプラスチック調査点及び浮遊密度リスト 
 

付録 2 海底ごみ計測結果と写真一覧 
 

付録 3 海底ごみの分類リスト 
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付録 1 マクロプラスチック調査点及び浮遊密度リスト 
 

ship year month date time lat long wv pl[pieaces/m3] es[pieaces/m3] fb[pieaces/m3] 
Umitaka maru 2021 7 13 16:06 34.87776 139.3677 376.875 0.125 0.000 0.000 

Umitaka maru 2021 7 14 8:08 33.61915 136.2443 318.375 1.878 0.440 0.038 

Umitaka maru 2021 7 14 16:06 33.2453 134.6917 374.0063 1.340 0.211 0.027 

Umitaka maru 2021 7 15 8:09 31.86814 131.8666 401.9625 0.020 0.104 0.000 

Umitaka maru 2021 7 15 16:09 31.12581 131.0105 422.0156 1.173 0.450 0.045 

Umitaka maru 2021 7 16 10:08 31.65563 127.8086 343.4625 0.181 0.023 0.015 

Umitaka maru 2021 7 16 14:08 31.59137 127.724 424.6875 0.810 0.007 0.089 

Umitaka maru 2021 7 17 9:18 31.48813 127.6992 437.9625 0.071 0.007 0.005 

Umitaka maru 2021 7 18 8:11 33.98374 130.5004 290.475 0.052 0.000 0.010 

Umitaka maru 2021 7 23 16:02 34.96287 131.2923 293.85 2.137 0.286 0.082 

Umitaka maru 2021 7 24 8:10 35.91334 133.7528 310.0781 1.425 0.039 0.148 

Umitaka maru 2021 7 24 16:08 36.23041 135.0374 402.1875 0.129 0.047 0.005 

Umitaka maru 2021 7 25 8:09 36.9585 135.8732 269.2125 0.253 0.059 0.000 

Umitaka maru 2021 7 25 16:02 38.45284 137.0895 331.3688 1.201 0.000 0.109 

Umitaka maru 2021 7 26 8:09 38.49168 137.5524 283.9219 0.261 0.261 0.035 

Umitaka maru 2021 7 26 16:03 39.37788 138.4089 231.4688 0.160 0.013 0.004 

Umitaka maru 2021 7 31 10:10 41.68687 140.8004 179.4375 0.334 0.028 0.000 

Umitaka maru 2021 7 31 16:03 41.33121 142.2029 307.4063 0.501 0.010 0.010 

Umitaka maru 2021 8 1 8:11 38.528 142.1629 355.3594 0.197 0.000 0.006 

Umitaka maru 2021 8 1 16:02 37.32304 142.5207 281.8688 0.270 0.014 0.007 

Umitaka maru 2021 8 2 16:04 35.35196 142.3727 316.4063 0.060 0.022 0.000 

Shinyo maru 2021 7 14 10:45 33.82758 136.5107 411.1031 0.005 0.000 0.000 

Shinyo maru 2021 7 14 15:48 33.36007 135.8479 361.6875 0.019 0.000 0.000 
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Shinyo maru 2021 7 15 10:41 32.55257 132.9367 355.2188 0.794 0.315 0.028 

Shinyo maru 2021 7 51 15:47 32.28276 132.4886 311.0625 0.061 0.029 0.000 

Shinyo maru 2021 7 17 10:45 31.00282 130.8121 360.8156 0.316 0.770 0.000 

Shinyo maru 2021 7 17 15:50 30.93688 129.9796 293.625 0.051 0.126 0.000 

Shinyo maru 2021 7 18 15:55 31.44157 127.1528 314.3813 0.041 0.029 0.000 

Shinyo maru 2021 7 19 10:41 32.77624 129.2471 362.0531 0.442 0.122 0.025 

Shinyo maru 2021 7 23 10:45 33.12373 129.5296 303.3281 0.452 0.063 0.036 

Shinyo maru 2021 7 23 15:46 33.49863 129.4634 262.6031 1.139 0.042 0.088 

Shinyo maru 2021 7 24 10:38 33.52296 131.9367 336.5719 0.389 0.003 0.030 

Shinyo maru 2021 7 24 15:45 36.15913 132.4186 342.3938 0.707 2.570 0.064 

Shinyo maru 2021 7 25 10:39 36.51801 133.8376 301.8375 0.679 0.086 0.066 

Shinyo maru 2021 7 25 15:45 36.76852 134.3735 367.1719 0.542 0.014 0.128 

Shinyo maru 2021 7 26 10:54 35.89075 135.2536 330.4688 1.356 0.073 0.121 

Shinyo maru 2021 7 28 10:46 35.80633 135.4679 353.475 1.245 0.062 0.051 

Shinyo maru 2021 7 28 15:45 36.45841 135.9497 380.7563 0.473 0.045 0.032 

Shinyo maru 2021 7 29 10:45 38.70724 138.1276 347.4 0.069 0.000 0.009 

Shinyo maru 2021 7 29 15:45 39.34122 138.6834 380.8125 0.244 0.008 0.013 

Shinyo maru 2021 8 3 15:45 41.12739 141.7019 316.4625 0.186 0.003 0.022 

Shinyo maru 2021 8 4 10:47 38.59276 141.9764 254.9813 0.949 0.620 0.016 

Shinyo maru 2021 8 4 15:45 37.91362 141.6906 197.4375 0.253 0.258 0.015 

Shinyo maru 2021 8 20 10:42 34.10624 136.9158 337.5 0.489 0.204 0.077 

Shinyo maru 2021 8 20 15:48 33.63107 136.2555 370.9688 1.501 0.089 0.100 

Shinyo maru 2021 8 21 10:39 32.7349 133.2496 327.9938 2.399 0.116 0.055 

Shinyo maru 2021 8 21 15:46 32.45792 132.5496 328.7813 0.231 0.021 0.058 

Shinyo maru 2021 8 24 10:44 31.04898 130.8722 300.7406 0.452 0.037 0.200 

Shinyo maru 2021 8 24 15:47 30.93664 130.2785 353.7563 0.090 0.062 0.003 
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Shinyo maru 2021 8 25 16:01 31.58097 127.6428 341.0156 0.085 0.349 0.015 

Shinyo maru 2021 8 26 10:46 33.37755 128.9717 297.1125 0.397 0.155 0.192 

Shinyo maru 2021 8 26 15:45 33.5273 129.4078 379.4063 0.477 0.843 0.053 

Shinyo maru 2021 9 6 15:11 34.19008 136.9824 348.6094 0.404 0.120 0.023 

Oshoro maru 2021 11 7 10:32 41.87554 142.5388 377.4094 0.178 0.013 0.045 

Oshoro maru 2021 11 8 17:01 42.85152 144.3005 409.1063 0.191 0.002 0.029 

Oshoro maru 2021 11 25 6:29 39.43933 142.1739 387.1406 0.292 0.013 0.005 

Oshoro maru 2021 11 25 16:29 38.44731 141.6645 419.6531 0.086 0.000 0.007 

Oshoro maru 2021 11 27 6:31 41.14609 141.5476 418.275 0.081 0.005 0.026 

Kagoshima maru 2021 8 26 16:07 28.52633 131.513 346.05 1.032 0.000 0.035 

Kagoshima maru 2021 8 27 16:07 25.55858 132.7194 369.8438 0.132 0.000 0.008 

Kagoshima maru 2021 8 28 16:07 22.80067 133.1384 338.5406 0.207 0.000 0.009 

Kagoshima maru 2021 8 29 16:05 19.85533 132.7021 356.3438 0.138 0.000 0.000 

Kagoshima maru 2021 8 30 16:06 16.80242 132.7009 355.7813 1.150 0.006 0.000 

Kagoshima maru 2021 9 9 16:08 15.12067 131.3865 343.8281 0.052 0.000 0.003 

Kagoshima maru 2021 9 11 16:04 22.14275 130.8604 319.0781 0.154 0.000 0.000 

Kagoshima maru 2021 9 12 16:07 25.88283 131.0734 317.7563 0.022 0.000 0.000 

Kagoshima maru 2021 9 13 16:06 28.618 130.9593 322.65 1.147 0.022 0.006 

Nagasaki maru 2021 5 30 14:11 35.68834 141.591 290.953 0.318 0.103 0.003 

Nagasaki maru 2021 6 2 7:01 40.86358 139.6017 341.859 0.417 0.024 0.027 

Nagasaki maru 2021 6 24 13:04 24.49117 123.4163 343.913 0.422 0.035 0.067 

Nagasaki maru 2021 6 25 13:57 27.8279 125.8437 303.525 0.211 0.007 0.036 

Nagasaki maru 2021 8 11 9:12 31.97203 127.7596 300.234 0.649 0.010 0.340 

Nagasaki maru 2021 8 19 9:29 31.98153 127.6318 305.888 1.161 0.219 0.013 

Nagasaki maru 2021 8 31 9:41 31.98982 127.5998 321.975 1.106 0.276 0.009 

Shinyo maru 2022 2 4 9:03 34.4112 137.3318 359.606 0.003 0.000 0.000 
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Shinyo maru 2022 2 4 13:07 34.09679 136.8436 319.838 0.008 0.000 0.000 

Shinyo maru 2022 2 5 13:07 32.89973 133.5674 298.125 0.000 0.000 0.003 

Shinyo maru 2022 2 6 8:57 33.76333 136.2181 285.834 0.016 0.000 0.000 

Shinyo maru 2022 2 6 13:05 34.11995 136.6641 302.175 0.032 0.000 0.000 
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付録 2 海底ごみ計測結果と写真一覧 
付録 2-１ 各海域の調査で採集された海底ごみの計測結果 

東シナ海 
写真 
番号 

船名 日付 
曳網 
番号 

分類 長さ 
(cm) 

幅  
(cm) 

厚さ 
(cm) 

重量 
(g) 

個数 Remarks 
大 中 品目 

S-1 神鷹丸 2021/7/18 1 1 6 5 40.0    0.9  1  漁網 
S-2 神鷹丸 2021/7/18 1 1 3 6 17.5  4.5   8.9  1  その他の容器 
S-3 神鷹丸 2021/7/18 2 7 5 1 1.0  397.0   213.6  1  コード 
S-4 神鷹丸 2021/7/18 2 7 5 1 1.0  407.0   239.0  1  コード 
S-5 神鷹丸 2021/7/18 2 1 1 2 1.0  41.0  26.5 12.3  1  スーパーの袋 
S-6 神鷹丸 2021/7/18 2 1 1 6 1.0  50.0  37 63.3  1  その他の袋 
S-7 神鷹丸 2021/7/18 2 1 1 6 1.0  81.0  51 50.7  1  その他の袋 
S-8 神鷹丸 2021/7/18 2 1 6 1 1.0  234.0   2.1  1  釣り糸 
S-9 神鷹丸 2021/7/18 2 1 6 5 1.0  30.0  20 338.4 1  漁網(なまりあり) 

S-10 神鷹丸 2021/7/18 2 2 3 0 1.0  22.5  11 6.4 1  ゴム手袋 
S-11 神鷹丸 2021/8/25 1 1 4 1 40.0  45.0  20.00  596.5  1  ロープ 
S-12 神鷹丸 2021/8/25 1 1 6 1 108.5      0.7  1  釣り糸 
S-13 神鷹丸 2021/8/25 1 1 4 2 35.0      0.2  1  ビニール 
S-14 神鷹丸 2021/8/25 2 1 4 1 120.0      3.0  1  ひも 
S-15 神鷹丸 2021/8/25 2 1 4 1 35.0      0.4  1  ひも 
S-16 神鷹丸 2021/8/25 2 1 4 1 30.5      2.1  1  ひも 
S-17 神鷹丸 2021/8/25 2 1 4 1 58.0      6.7  1  ひも 
S-18 神鷹丸 2021/8/25 2 1 4 1 10.0      0.1  1  ひも 
S-19 神鷹丸 2021/8/25 2 1 6 1 185.0      1.6  1  釣り針付テグス 
S-20 神鷹丸 2021/8/25 2 1 4 1 102.0      0.9  1  ひも 
S-21 神鷹丸 2021/8/25 2 1 4 4 18.0  18.0    0.9  1  ビニール 
S-22 神鷹丸 2021/8/25 2 1 4 4 34.5  1.8    0.3  1  ビニール 
S-23 神鷹丸 2021/8/25 2 1 4 1 20.5      0.1  1  ひも 
S-24 神鷹丸 2021/8/25 2 8 1 1 35.5      2.2  1  木の棒 
S-25 神鷹丸 2021/8/25 2 1 6 1 7.0    0.1  1  テグス 
S-26 神鷹丸 2021/8/25 2 1 6 5 85.0    102.8  1  漁網 









 

74 
 

N-3 日本海北部 2021/6/2 1 7 1 7 3  0.5 1 ビニール片 
N-3 日本海北部 2021/6/2 1 7 1 10 5  0.6 1 ビニール片 
N-3 日本海北部 2021/6/2 1 7 1 10 3  0.3 1 ビニール片 
N-4 東シナ海 2021/6/25 1 1 2 50 8  3.1 1 ビニール袋 
N-5 九州南東沖 2021/10/11 1 1 2 19 10  1.6 1 ビニール袋 
N-5 九州南東沖 2021/10/11 1 1 2 14 9  1.4 1 ビニール袋 
N-5 九州南東沖 2021/10/11 1 1 2 30 20  5 1 ビニール袋 黒色、韓国製 
N-5 九州南東沖 2021/10/11 1 6 1 105   0.4 1 テグス 
N-5 九州南東沖 2021/10/11 1 6 1 28   0.1 4 テグス（黒）４本 
N-5 九州南東沖 2021/10/11 1 6 1 14   0.1 1 テグス（黒） 
N-5 九州南東沖 2021/10/11 1 6 1 35   0.1 1 テグス（緑） 
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付録 2-2 各曳網で採集された海底ごみの写真一覧 

 
東シナ海（神鷹丸海底ごみ） 

   
S-1                            S-2                             S-3 

   
S-1                            S-2                             S-3  

   
S-4                               S-5                             S-6 

   
S-7                              S-8                             S-9 

   
S-10                            S-11                             S-12 
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S-13                            S-14                             S-15 

   
S-16                            S-17                             S-18 

   
S-19                             S-20                            S-21 

   
S-22                             S-23                            S-24 

   
S-25                             S-26           S-26（拡大） 
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東シナ海（海鷹丸海底ごみ） 

   
U-1                             U-2                             U-3 

 
東シナ海（かごしま丸海底ごみ） 

   
K-1            K-1-2               K-1-3 

   
K-1-4            K-1-5            K-1-6 

   
K-1-7             K-1-8            K-2 

   
K-3                              K-4              K-5 
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日高沖（おしょろ丸海底ごみ１回目） 

   
O-1                            O-2                                O-3 

   
O-4                              O-5                            O-6 

   
O-7                              O-8                             O-9 

   
O-10                            O-11                           O-12 

   
O-13                            O-14                            O-15 
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O-16                            O-17                            O-18 

   
O-19                            O-20                           O-21 

   
O-22                             O-23                            O-24 

   
O-25                           O-26                             O-27 

   
O-28                            O-29                            O-30 
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O-31                           O-32                             O-33 

   
個別の名称の分かるサンプル           個別の名称の分かるサンプル            個別の名称の分かるサンプル 

 
個別の名称の分かるサンプル 

 
日高沖（おしょろ丸海底ごみ 2 回目） 

   
O-34                            O-35                            O-36 

   
O-37                            O-38                           O-39 
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O-40                            O-41                            O-42 

   
O-43                            O-44                            O-45 

   
O-46                         O-47,O-48                        O-49 

   
O-50                           O-51                            O-52 

 
長崎大学ビームトロール 

   
N-1             N-2           N-2（一部拡大） 
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N-2（一部拡大）              N-3            N-4 

  
N-5           N-5（一部拡大） 
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付録 3 海底ごみの分類リスト 
大分類 中分類 品目分類 

1.プラスチック類 

①袋類 

食品用・包装用（食品の包装･容器） 
スーパー･コンビニの袋 
お菓子の袋 
６パックホルダー 
農薬･肥料袋 
その他の袋 

②プラボトル 

飲料用（ペットボトル）≦600ｍｌ 
飲料用（ペットボトル） 600＜V＜2L 
その他のプラボトル≦600ml 
その他のプラボトル 
600ml＜V＜2L 
飲料用（ペットボトル）≧2L 
洗剤、漂白剤 ≧2L 
市販薬品（農薬含む）≧2L 
食品用（マヨネーズ･醤油等）≧2L 
その他のプラボトル ≧2L 

③容器類 

カップ、食器 
食品の容器 
食品トレイ 
小型調味料容器（弁当用醤油･ソース容器） 
ふた・キャップ 
その他の容器類 

④ひも類・シート類 

ひも・ロープ 
テープ（荷造りバンド、ビニールテープ） 
ｼｰﾄ（防水ｼｰﾄ又はその他のﾌﾟﾗｽﾁｯｸ織物袋、 
プラスチック梱包材 

⑤雑貨類 

ストロー、マドラー 
フォーク、ナイフ、スプーン等 
タバコのフィルター 
ライター 
玩具 
文房具 
苗木ポット 
生活雑貨類（ハブラシ等） 
その他の雑貨類 

⑥漁具 

釣り糸 
釣りのルアー・浮き 
ブイ 
釣りの蛍光棒（ケミホタル） 
漁網 
かご漁具 
カキ養殖用まめ管（長さ 1.5cm） 
カキ養殖用パイプ（長さ 10-20cm） 
カキ養殖用コード 
釣りえさ袋・容器 
その他の漁具 
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アナゴ筒（フタ） 
アナゴ筒（筒） 

⑦破片類 
シートや袋の破片 
プラスチックの破片 
漁具の破片 

⑧その他具体的に 

燃え殻 
花火 
コード配線類 
薬きょう（猟銃の弾丸の殻） 
ウレタン 
農業資材（ビニールハウスのパッカー等） 
注射器 
点滴パック 
その他具体的に 

2.ゴム類 ①ボール   
②風船   
③ゴム手袋   
④輪ゴム   
⑤ゴムの破片   

⑥その他具体的に 

ゴムサンダル 
複合素材サンダル 
くつ・靴底 
タイヤ 
コンドーム 

3.発泡スチロール類 

①容器・包装等 

食品トレイ 
飲料用カップ 
弁当・ラーメン等容器 
梱包資材 

②ブイ   
③発泡スチロールの破   
④魚箱（トロ箱）   
⑤その他具体的に その他具体的に 

4.紙・段ボール 
①容器類 

紙コップ 
飲料用紙パック 
紙皿 

②包装 

紙袋 
タバコのﾊﾟｯｹｰｼﾞ（ﾌｨﾙﾑ、銀紙を含む） 
菓子類包装紙 
段ボール（箱、板等） 
ボール紙箱 

③花火 
花火（手持ち花火） 
花火の筒 

④紙片等 
新聞、雑誌、広告 
ティッシュ、鼻紙 
紙片 

⑤その他具体的に 
タバコの吸殻 
葉巻などの吸い口 
その他具体的に 
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5.天然繊維・革（布類） ①衣服類   
②軍手   
③布片   
④糸、毛糸   
⑤布ひも   

⑥その他具体的に 
毛布・カーペット 
覆い（シート類） 
その他具体的に 

6.ガラス・陶磁器類 

①ガラス 

飲料用容器 
食品用容器 
化粧品容器 
市販薬品（農薬含む）容器 
食器（コップ、ガラス皿等） 
蛍光管 
電球 

②陶磁器類 
食器（陶磁器類） 
タイル・レンガ 

③ガラス破片   
④陶磁器類破片   

⑤その他具体的に 
その他具体的に 
バイアル 
アンプル 

7.金属類 

①缶 

アルミ製飲料用缶 
スチール製飲料用缶 
食品用缶 
スプレー缶（カセットボンベを含む） 
潤滑油缶・ボトル 
ドラム缶 
その他の缶 

②釣り用品 
釣り針（糸のついたものを含む） 
おもり 
その他の釣り用品 

③雑貨類 

ふた・キャップ 
プルタブ 
針金 
釘（くぎ） 
電池 
金属製コップ・食器 
フォーク・ナイフ・スプーン等 

④金属片 
金属片 
アルミホイル・アルミ箔 

⑤その他 コード配線類 
その他具体的に 

8.その他の人工物 
（木・木材等） 
（大型ごみ） 

①木類 

木材・木片（角材・板） 
割り箸  
つま楊枝  
マッチ  
木炭（炭） 
物流用パレット 



 

86 
 

梱包用木箱  

②粗大ごみ（具体的
に） 

家電製品・家具 
バッテリー 
自転車・バイク 
自動車・部品（タイヤ・バッテリー以外） 

③オイルボール   
④建築資材（主にコン   

⑤その他具体的に 

錠剤パック 
点眼・点鼻薬容器 
タンポンのアプリケーター 
紙おむつ 
その他の医療系廃棄物 
革製品 
船（FRP 等材質を記入） 
その他具体的に 

9.自然系漂着物 
①流木、潅木等 

灌木（植物片を含む、径 10cm 未満、長さ 1m 未
流木（径 10cm 以上、長さ 1m 以上） 

②海藻   

③その他 
死骸等（具体的に） 
その他具体的に 

 


